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1.　今日の日本の衣生活は，日常着・労働着として洋

服が多く用いられていますが，私は今もって各国の民族

服がそれぞれの国風や民族の体格によく似合っている点

から考えても，今後の目本の衣服となるものは，スタイ

ノレ・染織・構成方法など単なる西欧の模倣ではなく，わ

が国独特の民族性や体形を よ り美し く表現し， 気候風

土・生活様式にもよりマッチしたものが創作されること

を切望い たしますので， 日本の被服の歴史を 調査研究

し，最後に今日の洋服と比較して，今後の日本の衣服が

いかにあるべきかということを研究してみたいと思いま

す。
2.　日本の被服の歴史と生活環境の流れを顧み なが

ら，各時代毎に遺存するできるだけ多くの実物をとりあ

げ，その形態・構成を中心として，色相・染織・着装方

法など正確に調査し，その衣服が当時の社会の気候・風

土・生活様式等にどれだけ適応していたか，その美点・

欠点を研究し，社会の変遷にともなって変化していく過

程などをしらべて記録し，同時にそれ等一 つ 一 つ の形

態・縫い方・色相・染織方法をできるだけ正確に復元し

てみることにしました。
3.　今回は，地質は精巧な，重みも相当あり，文様も

なかなか精緻で，色相も神宝にふさわしい気品と優雅，

端正さがあ 几 植物性染料の こ とな ど調査結果を報告

し，あとは次回につづきます。


